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カナダとハーモニズム

*ハーモニストの視点から見たカナダという文明は、「調和の建築

（調和の柱）」によって組織化されている。中心にある「Dharma

（調和の中心）」と、診断と回復のための構造的枠組みとなる11の柱――生態学、健康、親族関係、管理、金融、ガバナンス、防衛、教育、科学技術、コミュニケーション、文化――から成る。関連リンク：調和の建築

,調和実在論

,宗教と調和主義

,魂の5つの地図

,導師と案内人

,精神的な危機

,西部の空洞化

,自由主義と調和主義

,唯物論と調和論

,「人間」の再定義

.*




カナタ

この国が自らを呼ぶその名は、本来は自国のものではない。1535年にジャック・カルティエがスタダコナで記録したセントローレンス・イロコイ語の「カナタ」は、「村」を意味する——かまどを中心に組織された、定住した居住地のことである。カルティエにこの言葉を教えたイロコイ族は、70年後にシャンプランが到着する頃には姿を消していた。 歴史的記録では完全には解明できない戦争や疫病によって追いやられていた。この国はその言葉を受け継ぎ、1,000万平方キロメートルに及ぶ大陸規模の行政国家——地球上で2番目に広い政治的領土——の名称とした。この命名構造は、構造的な問題を内包している。 もはや存在しない人々によって「村」と名付けられた大陸は、決して真の意味での村人とはなり得なかった入植者たちによって主張され、9つの時間帯にまたがる広大な地域を、統治対象に対する権威が常に有機的というよりは手続き的なものに過ぎなかった連邦首都から統治されている。「カナタ」とは、その指し示すべき対象を完全に見出すことなく到来した名称なのである。

文明の組織的テロスを体現することに最も近い継続的な慣行は「カヌー」であるが、その慣行自体もまた、この国が生み出したことのない遺産である。北方林の樹皮カヌーや太平洋沿岸の丸木舟は先住民の技術であった――アルゴンキン族、ホデノソーニー族、 イヌ、コースト・サリッシュ、ハイダ——に由来するものであり、17世紀にクールール・デ・ボワやヴォヤジュールによってカノ・デュ・メトルやカノ・デュ・ノールへと適応され、3000キロメートルに及ぶ水路を横断する毛皮交易を組織化した。 ピエール・トルドーは、1944年のエッセイ『カヌーにおける禁欲主義（L’ascétisme en canot）』において、カヌーをカナダ文明の実践として明確に定義した。それは、広大な水域を航行する小さな舟であり、近道を許さない身体とパドルの一体感であり、カヌーが横断する水域に自らの意志を押し付けることができないがゆえに、カヌーが迫る風と潮流の読み取りである。 カヌーは、この国の三つの建国の基盤——先住民、フランス系カトリック、アングロ・ロイヤリスト——が、互いに排除し合うことなく歴史的に交わった実践の一つである。この実践は、レクリエーションの規模や特定の先住民コミュニティにおいて生き残っているが、国の構造的状況が要求するようなレベルでの、構成的な市民的儀式にはなっていない。『

調和主義

』は、有機的かつ実質的なアイデンティティのレベルにおいて、カナダを「決して完全に形成されなかった文明」として読み解いている。 先住民（ファースト・ネーションズ、イヌイット、メティス）、フランス系カトリック（ケベック人）、アングロ・トーリー・ロイヤリストという3つの建国の基盤層は、5世紀近くにわたり統合されることなく重層化してきた。その後の各再建（1763年、1867年、1982年）は、未だ解決されていない実体的な問題に対して、新たな手続き的な上部構造を押し付けてきたに過ぎない。 『権利と自由の憲章』（1982年）および『多文化主義法』（1971年制定、1988年成文化）は、有機的な文明の実質を手続き的な中立性で置き換えようとする最新の試みであり、現代の諸症状——未解決の先住民問題、統合の枠組みを欠いた人口置換的な移民政策、安楽死の拡大、 COVID-19期における権威主義的局面、住宅市場の崩壊、薬物危機、そして「カナダには中核的なアイデンティティが存在しない」という公然たる宣言——といった現代の諸症状は、手続き的表層が前提とする実質を欠いたまま機能する文明の構造的条件である。本稿は、カナダを『調和の建築

』（Dharma

）——分析の骨格となる11の柱——を通じて読み解き、基盤レベルで何が保存されているか、表層的な仕組みが何を覆い隠しているか、そして回復の道筋において同国の3つの潮流それぞれに何が求められるかを明らかにする。





生ける基層

5つの認識事項は、基層の存続と、それを認識する表層の政治秩序との間にますます乖離が生じている状況下で、カナダが構造的レベルにおいて何を保持しているかを明らかにする。

ジェノサイドを生き延び、再覚醒しつつある先住民の叡智の伝統。 4つの方角、4つの聖なる薬草（タバコ、セージ、スイートグラス、シダー）、そして4段階の耕作サイクルを備えたアニシナベのメディスン・ホイールは、五大湖流域全体に連続する精密な宇宙論的・耕作地図である。ホデノソーニーの **カイアネレコワ（平和の大法）は、伝統的に12世紀から15世紀の間に制定されたとされ、互恵、親族関係、 七世代の地平線に関する宇宙論的前提に根ざした連邦・連合的な政治構造を明確に示しており、18世紀のフランクリンやオルバニー計画の憲法思想に実質的な影響を与えた。クリー族の概念であるwahkohtowin（存在論的・倫理的カテゴリーとしての親族関係）、イヌイットによるInuit Qaujimajatuqangit（生きた統治原理としての伝統的知識）の表現、 コースト・サリッシュのロングハウス儀式、サスカチュワン州南部の平原に息づくラコタのwičháša wakȟáŋの伝統、メティスの親族構造、ブラックフットのNiitsitapi*宇宙論――これらは、一世紀にわたる露骨な同化政策にもかかわらず保存されてきた機能的な宇宙論的・精神的構造である。『魂の5つの地図

』においてハーモニズムが「シャーマニズム的地図法」として提示するものと、これらは正確に一致している。 メディスン・ホイールと『調和の輪』が同じ「四方向＋中心」の構造を共有しているのは、両者が同一の領域を表現しているからである。率直な指摘は厳しく、構造的なものである。インディアン寄宿学校制度は1880年代から、1996年に連邦政府が運営する最後の学校が閉鎖されるまで運営されていた； 「シックスティーズ・スクープ」により、1955年から1985年の間に推定2万人の先住民の子どもたちが家族から引き離され、白人の養子家庭に送られた；2015年に公表された「真実和解委員会」の94項目の行動要請は、2024年現在でもおよそ80パーセントが未実施のままである；ほとんどの保留地における住宅・水・自殺の危機は構造的なものである；現在進行中の土地・水をめぐる紛争 （ウェットスウェテン、ティエンディナガ、グランド・リバーのシックス・ネイションズ、ノバスコシア州のミクマク族の漁業権）は、入植者と先住民の根本的な関係が、これまで実質的に再交渉されたことがないことを示している。 その基盤は特定の系譜——メディスン・エルダー、言語教師、儀式の守り手、アニシナベの作家リアン・ベタサモサケ・シンプソンと、彼女の著書『As We Have Always Done』におけるニシュナベグ復興の提唱——の中に生き続け、根強い構造的圧力に抗う生きた伝承として機能している。

崩壊の淵から回復しつつあるケベックのカトリック・農村基盤。 ケベックは3世紀にわたり、実質的にカトリック・農村的な文明単位であった――paroisse（教区）を構成的な社会有機体とし、curé（司祭）をコミュニティの中心とし、terre（土地）をdroit d’aînesse（長子相続権）によって受け継がれる責任とし、vie de famille（家族生活）を典礼暦を中心に組織し、**Communauté des Sœurs Grises、Hospitalières、Ursulines、そしてJésuitesが教育・医療・社会的な枠組みを形成し、宣教の伝統（ジャン・ド・ブレブーフとウェンダット族とのRéductions、アカディアのSociété de Marie）、そして農村の各教区でcantilènesやcomplaintesを通じて保存されてきたchanson folklorique。 ジャン・ルサージュ率いる自由党政権下の「静かなる革命」（1960–1966年）は——ピエール・ヴァドボンクールやフェルナン・デュモンといった知識人による明確な理論的展開のもと——10年足らずでこれらを破壊した。すなわち、国教の廃止、カトリック学校制度に代わる世俗的な学校制度の確立、修道会から切り離された社会福祉サービスの国有化、そして「大暗黒時代」が「これから訪れる抑圧」として再定義されたことである。残ったのは、言語（ケベック仏語局と法案101号）、レヴェスクとその後継者たちの「国家主義的」ナショナリズム、そして宗教修道会から継承された社会福祉インフラ（ただし、それらが担っていた実質的な内容は失われた）。この率直な評価は鋭い。静かな革命後のケベックは、今や西洋において最も攻撃的な世俗化体制の一つとなっている （公務員への宗教的シンボル着用を禁止する第21号法案は、その運用において目に見えるイスラム教、シク教、ユダヤ教の慣行を構造的に標的としつつ、キリスト教文化の残滓にはほとんど手を付けていない）、主要なカトリックの伝統を持つ地域の中で最も低い週ごとのミサ出席率（約5％）、最低の州別出生率、 一人当たりの医療補助自殺（MAID）率が州内で最高である。この「国家主義的」ナショナリズムは、破壊されたものを置き換える実質的な文明的基盤を生み出していない。エマニュエル・トッドがフランスで診断した「ゾンビ・カトリシズム」現象は、ケベックの場合、さらに高密度で進行している。回復は周辺部で起こっている――「サン＝ジャン共同体」、伝統的な修道会への小規模ながらも確かな召命の回帰 （サン＝ブノワ＝デュ＝ラック、トラピスト修道会）、崩壊から謙虚な再建を試みるケベック・カトリック教会、文明・文化的復興の観点から活動するマチュー・ボック＝コテによるケベック的国民保守主義の展開（『政治的宗教としての多文化主義』、『人種主義的革命』）、そしてチャールズ・テイラーによる共同体主義とカトリックの統合（『自己の源泉』*、 『世俗の時代』、『多文化主義』）は、北米のカトリック知識人が生み出した中で最も実質的な哲学的展開の一つを提供している。

継承されつつも侵食された基盤としてのアングロ・トーリー・ロイヤリストの伝統。 カナダの英語圏における政治的建国は、実質的に保守的・ロイヤリスト的であった。すなわち、1783年以降のアメリカ独立戦争から逃れ、アッパー・カナダ、イースタン・タウンシップ、およびマリタイム地方に定住した「連合王国忠誠派（United Empire Loyalists）」は、革命的共和主義への「ホイッグ」的コミットメントではなく、王権下における秩序ある自由への「トーリー」的コミットメントを携えていた。 この基盤は、カナダ特有の政治的伝統を生み出した。すなわち、議会制による穏健主義、1867年の『英領北アメリカ法』に掲げられた「平和、秩序、良き統治」という理念（アメリカの「生命、自由、幸福の追求」に対抗するもの）、そして文化的基盤としての英国国教会、 メソジスト、長老派キリスト教を文化的基盤とする；党派政治の領域とは一線を画す統合の象徴としての「王室」；1962年にトミー・ダグラスがサスカチュワン州から持ち込んだ国民皆保険制度（逆説的だが、これは公益へのトーリー党のコミットメントを継承した社会民主主義的な遺産である）； 「マウントィー」の伝統；フレデリック・ヴォーンとピーター・ラッセルが記録したボランティア・団体の密度。この基盤が近代において発する最も的確な哲学的声はジョージ・グラントである――『国家への哀歌』（1965年）、『技術と帝国』（1969年）、『英語圏の正義』（1974年）——これらは、その基盤の内側から近代を読み解くアングロ・カナディアン的保守キリスト教プラトン主義を明示し、カナダが実質的に自らの土台を取り戻さない限り、アメリカの技術的・帝国主義的構造の引力に対してカナダの政治的独自性を確立することは不可能であると指摘した。ノースロップ・フライの『ブッシュ・ガーデン』は、この文学的・文化的な展開を深化させた。ヒュー・マクレナンの『『二つの孤独』*は、1763年以来カナダの政治生活を組織してきた、構造的な英仏間の非統合を指摘した。 カトリック系トロント出身のマーシャル・マクルーハンは、メディアと環境の領域を深く掘り下げた。率直な補足として言えば、この基盤は過去50年の間に、ピエール・トルドー・憲章・多文化主義を掲げる進歩的・管理主義的体制によって実質的に置き換えられてしまった。この体制は、あたかもカナダの建国が1867年（BNA法）ではなく1982年（憲法返還と憲章）であったかのように機能している。英国国教会の信徒数は激減し、合同教会は （現在ではほとんどの教義的領域において公然とポスト・キリスト教的となっている）；王室は統合的な実体というよりは儀礼的な残滓として機能している；トーリーの伝統は、その名を冠する政党（カナダ保守党は、グラントが定義した実質的な意味でのトーリーではなく、主に「管理型・軽めの保守」として機能している）よりも、むしろ学術・知識人層の中で生き残っている。

三つの伝統に共通する構成的基盤としての土地との関係。 カナダは面積で世界第2位の国である。国の中央部を覆う北方林は、世界の北方林の約28パーセントを占める。カナダシールド、ロッキー山脈、北極圏、3つの海岸線、五大湖流域、大草原、そして大西洋大陸棚は、その規模によって3つの文明の流れのそれぞれを形作ってきた地理的基盤を形成している。「グループ・オブ・セブン」 （トム・トムソン、A・Y・ジャクソン、ローレン・ハリス、および1913年から1930年代初頭にかけての彼らの同時代の画家たち）は、土地に関するアングロ・カナディアン的な視覚的想像力を明確に表現した。 アルゴンキンとアルゴマの森林、ジョージアン湾、北部、ロッキー山脈、北極圏――ハリスの晩年の山岳画は、その後のカナダ美術の多くが及ばない深みにおいて、大地を神智学的・精神的な領域へと昇華させた。先住民の土地との関わりに関する伝統は、継続的な実践として機能している――クリー族の火の守り人、gimoozigan （管理焼畑）による森林管理、ホデノソーニーのメープルシュガーブッシュ管理、北極圏での継続的な居住を支えるイヌイットの氷に関する知識、コースト・サリッシュのサケ管理の建築様式などである。ケベックのcoureur des bois（森の走者）やvoyageur（旅人）の伝統、アカディア人のbaie（湾）やaboiteau（堤防）システムとの関わり、英系カナダ人のコテージの伝統（世代を超えて受け継がれる家族の湖畔の別荘）、カヌー文化、屋外氷上でのホッケーという儀式——これらすべてが、土地を文明形成の基盤とするという概念の重要な土台を構成している。率直な指摘は鋭い。アルバータ州のタールサンド採掘事業は、世界で最も極端な産業的採掘景観である。ブリティッシュコロンビア州のパイプライン紛争（コースト・ガスリンク、 トランス・マウンテン）は、政府が公言する和解へのコミットメントと、資源採掘を優先する実務運営との間の構造的矛盾を繰り返し露呈させてきた。太平洋沿岸におけるサケの個体数激減は今や構造的な問題となっている（大西洋サケは以前に激減し、回復していない）。1992年の大西洋タラ資源の破壊——カナダ史上最悪の生態系災害——は、30年にわたる漁獲禁止措置を経てもなお回復していない。北方林は、伐採と鉱業による持続的な圧力にさらされている。 北極圏の温暖化速度は世界平均の約4倍に達している。都市部のカナダ人（人口の約85％）は、土地との直接的な関係をほぼ失っている。コテージの伝統は金融化（マスコカやウィスラーの不動産市場）によって実質的に乗っ取られた。レクリエーションとしてのカヌーやキャンプの伝統は、都市中心の生活様式という圧力に抗い、残存的な規模で維持されている。

実質的に定着した形態としての制度的穏健主義の伝統。 カナダの制度は、世界的な比較基準において、歴史的に実質的に穏健な成果を生み出してきた。すなわち、地域連邦制を伴う議会制民主主義、国民皆保険、公共放送、二言語制の連邦構造、歴史的にポイント制かつ統合に配慮した移民制度、そして英国、スペイン、米国がそれぞれ経験したような分離独立危機を防いだ地域的配慮である。政治的暴力の低さ、 （相対的に）低い汚職率、機能的な公共サービス、平和的な政権交代。これこそが、現代において構造的診断が最も鋭く食い込む基盤である。なぜなら、「穏健なカナダ」という表層と、政治的異議申し立てを抑制し、医療補助死を社会的弱者へと拡大し、実質的な民主的説明責任なしに運営される管理・権威主義的体制への実務的な流れは、異なる次元における同じカナダだからである。 構造的診断は「ガバナンス」の柱において全面的に適用される。ここで認識されるのは、制度的な穏健さの表層が実質的に維持されているという点だ――ほとんどのカナダ人は依然として、「平和、秩序、良き統治」、国民皆保険制度、議会制の伝統、そして二言語・多文化主義の枠組みをカナダの本質の一部として認識している――一方で、実務上の現実は、それらの言葉が歴史的に指し示してきたものから次第に切り離されてきているのである。

これらは、ハーモニズムのの「文明的『Dharma

』」の教義との収束点であり、それは生きた基質として機能している。その構造的条件とは、実質的に統合されたことのない三つの流れと、実質的な統合の作業を多文化中立性の表層的な見せかけへと次第に置き換えてきた手続き的上部構造である。





中心：Dharma


文明的テロスとしての「平和、秩序、良き統治」

1867年の『英領北アメリカ法』は、カナダの平和、秩序、および良き統治のために立法する権限を新たな連邦議会に付与することで、生命、自由、そして幸福の追求というアメリカの公式とは異なる文明的テロスを明文化した。この区別は単なる文体の違いではない。アメリカの公式が個人の追求を優先する一方で、 カナダの理念は、「善政」の下で「秩序」を通じて組織化された「公共の善」を重視する。この理念を起草したトーリー・ロイヤリストの伝統において、「平和」とは紛争の不在ではなく、善に向けた政治共同体の実質的な秩序化として理解された。「秩序」とは行政上の規則性ではなく、共同体が存続するための関係性の実質的な構造として理解された。「善政」とは効率的な行政ではなく、政治共同体の存在意義に向けた権威の実質的な行使として理解された。 トミー・ダグラスは、社会福音とメソジスト急進派の遺産に基づいてサスカチュワン州の医療保険制度を構築し、社会民主主義の文脈において同じ「テロス」を明言した。すなわち、政治共同体は公益を確保するために存在し、国家の実質的な任務は、公益が実質的に追求され得る条件を整えることである、と。ジョン・ディーフェンベーカーの『権利章典』（1960年） や、ロバートソン・デイヴィスが『デプトフォード三部作』において文学的に表現した道徳的真剣さは、それぞれ憲法的および文化的領域において、同じ「テロス」を読み取っている。その生きた現象学は、「節度」、「礼儀正しさ」、「自制心」 （ケベック）、フェア・プレイ、そして訪問者がカナダ人に、またカナダ人が自らに感じる親切さといった概念を貫いている。

病理的な点は、このテロスが善を組織化するための実質的な文明的基盤に依存しており、それが欠如すると、平和、秩序、良き統治は管理的な手続き主義へと退化し、節度はイデオロギーとしての紛争回避へと退化し、フェア・プレイは実質を伴わない手続き的実体のない規則遵守へと退化し、「親切さ」は、実質的な意見の相違を認められない礼儀正しさの下で、それを抑圧する受動的攻撃的な妥協へと退化する。現代のカナダの状況はまさにこの退化そのものである。すなわち、「善」が実質的な次元で何を意味するかについての共有された定義が存在しない中で、「平和、秩序、そして良き統治」という形式が官僚的な規則性として機能し、「権利と自由の憲章」が は、他に共有される実質的なアイデンティティがもはや存在しないがゆえに、次第に文明的アイデンティティの代用品として機能している。ジョージ・グラントは1965年にその軌跡を見抜いていた。すなわち、カナダが自らの基盤を実質的に回復しない限り、アメリカの技術的・帝国主義的構造の引力に対して、実質的な文明的独自性として生き残ることはできない、と。彼はその結論を『国家への哀歌（Lament for a Nation）』という書名に込めた。その哀歌が時期尚早だったのはタイミングにおいてのみであり、彼が診断した構造的軌跡は60 年もの間続いている。



先住民族の調和的リアリズムとしての三つの宇宙論的基盤 『

調和主義

』は、カナダが「調和実在論

」——すなわち、現実が宇宙に内在する調和的な知性である「Logos

」に浸透されているという認識——の先住民族による表現を、一つではなく三つ抱えていると論じている。これら三つは、同じ根底にある領域の異なる地図的表現であり、 そして、この国の構造的状況とは、それらが実質的に統合されたことがないということである。先住民の宇宙論——特に、調和の輪（調和の輪）の直接的な地図的対応物としてのアニシナベのメディスン・ホイール、統治と宇宙論の表現としてのホードノソーニーのKaianere’kó:wa、イヌイットのイヌイット・カウジマジャトゥカン、コースト・サリッシュのロングハウス宇宙論、クリー族のワコトウィン——は、生きた伝統の形でシャーマニズムの地図学を表現している。宣教師たち（ブレブフ、 ラレマン、『イエズス会の関係史』、ケベックに設立されたカルメル会、シトー会、トラピスト会の共同体、スルピシアンやホスピタリエールを通じてのフランス霊性学派）は、アブラハム的・瞑想的な地図学を体現している。アングロ・カナダ系キリスト教基盤（英国国教会、 メソジスト、長老派、カトリックといった移民の流れが、オンタリオ州やマリタイム地方全域にわたり国の文化的インフラを築いた）は、瞑想的・神秘的な濃度は低いものの、実質的な道徳的・市民的基盤を伴い、同じアブラハム的・瞑想的な系譜を継承している。

「真正な基盤」と「政治的流用」との区別は、これら三者すべてに共通する。長老や儀式の守り手によって継続的な実践の中で伝承される生きた伝統としての先住民の宇宙観は、 は、伝統を歪曲して「脱植民地化」の政治的枠組みとしてしばしば利用される現代の「先住民の知識」とは一線を画している。また、民衆カトリックおよび民衆アングリカンの基盤は、自らが管理する基盤から実質的に逸脱してしまった、ますますリベラル・進歩的になる教派組織とは異なる（合同教会のポスト・キリスト教的神学的リベラリズムはその極端な例である）。ハーモニズムが明示する地図横断的な認識がカナダにおいて異例なほど豊かなのは、まさにこれら三つの基盤が が、生きた制度的・伝統的な形態において、5つの主要な地図学のうち3つにわたる宇宙論的領域の表現を相互に担っているからである（インドおよび中国の地図学は、同国へのアジア系移民の流れを通じて流入し、太平洋沿岸や主要都市部においてますます実質的な存在となっている）。完全な地図学横断的考察は、『魂の5つの地図

』に詳述されている。



魂のレジスター：表層では認識できない収束のアーキテクチャ

カナダの「魂の記録」は、現代体制が構造的に表現し得ない独自の構成を持っている。 先住民の伝統は、理論というよりは実践のレベルにおいて、via negativa（ビジョン・クエスト、岩の上での沈黙の断食）、via positiva（メディスン・ホイール、儀式、四方への修養）、そして具現化された微細体の修養（シャーマニズムの地図学における光体の表現、一部のアニシナベの表現における四つの体、イヌイットの表現におけるiqqaumavusi）を保持している。カトリックの基盤（特にケベック）は、特定の機関（サン＝ブノワ＝デュ＝ラック、サン＝ジャン共同体、 カルメル会共同体、トラピスト修道院）や、チャールズ・テイラーの『自己の源泉』および『世俗の時代』三部作による哲学的展開を通じて、瞑想的・神秘的な系譜を保持している。現代の実践においてはより平坦化されているアングロ・キリスト教の基盤も、ジョージ・グラントのような人物において神学的・哲学的な深みを保持しており、彼の『英語圏の正義』は、アングロ・アメリカンの哲学的伝統を、特にキリスト教的プラトン主義の観点から読み解いている。

構造的に際立っているのは、その収束の可能性である。先住民とカトリックの基盤は、生きた伝統の形態において、via negativaとvia positiva、瞑想的・身体的な次元、個人と儀礼的な規模にまたがる、完全な魂の修養の体系を互いに担っている。現代のカナダにおける管理主義的・進歩主義的体制は、これら両者を、その実体を認識できない手続き的-多元主義的枠組み内の単なる「視点」として扱い、その実体を認識できない。この枠組み自体の形而上学的前提（手続き的中立性、価値多元主義、善に対する権利の優先性）は、基盤が主張する内容と構造的に相容れない。ハーモニズムが提示する「地図間の横断的提案」とは、先住民の宇宙論的構造とカトリック-キリスト教的瞑想的構造が、異なる地図学を通じて同一の領域を表現していると認識できる明確な枠組みであり、偽りのシンクレティズムなしに両者の回復が可能となるものである――各伝統の内部文法が尊重され、形式的・制度的な融合のレベルではなく、各伝統が表現する内容レベルでの収束が図られる。明確な宗教的実践から想像的・文化的領域へと移行したものは実質的なものである：映画（『モン・オンクル・アントワーヌ』、エゴヤンの『スイート・ヒアアフター』、 アルカンの『野蛮人の侵略』、イヌイット映画『アタナルジュアット』）、文学（マクレナン、ローレンス、デイヴィス、マンロー、アトウッド、コーエン）、 「グループ・オブ・セブン」や先住民の芸術家たち；「シャンソン・ケベコワーズ」。コーエンの『ビューティフル・ルーザーズ』やデイヴィスの『フィフス・ビジネス』は、現代のカナダ文学の多くが失ってしまった「魂の領域」の深みで機能している。






1. エコロジー

カナダの生態学的基盤は、現代の国家が管理する中で最も充実したもののひとつである。世界の北方林の約28パーセントを占める北方林、氷河湖の景観を特徴とするカナダシールド、ロッキー山脈、海氷とツンドラを有する北極圏、3つの海岸線、五大湖流域、大草原、太平洋沿岸の温帯雨林などである。先住民の土地管理の伝統——クリー族の火守り、 アニシナベ族の管理焼畑、ホデノソーニー族のメープルシュガーブッシュ管理、イヌイットの氷に関する知識、コースト・サリッシュ族のサケ生息河川管理——は、多くの地域で継続的な実践として機能している。連邦政府の「パークス・カナダ」ネットワーク、州立公園システム、「カナダ自然保護協会」の土地信託体制、および「先住民保護・保全地域」の枠組みが、実質的な法的保護を提供している。

現代におけるこの断絶は深刻である。 アルバータ州のタールサンド採掘事業は、地球上で最も極端な産業的採掘景観であり、アサバスカ川水系における地下水位の深刻な汚染や、下流の先住民コミュニティ（フォート・チペワヤン）への健康被害が多数記録されている。ブリティッシュコロンビア州のパイプラインをめぐる紛争は、先住民の条約上の権利や生態学的予防原則の考慮よりも、資源採掘プロジェクトが構造的に優先されている実態を繰り返し露呈してきた。 1992年の大西洋タラ漁業の崩壊——カナダ史上最悪の生態経済的災害——は、30年にわたる漁業停止措置を経ても回復していない。太平洋サケの資源枯渇は現在、BC州のほとんどの河川系において構造的な問題となっている。北方林は、伐採と鉱業による持続的な圧力にさらされている。北極圏は地球平均の約4倍の速度で温暖化しており、永久凍土の著しい不安定化、氷床の消失、および生物種の生息域の移動が記録されている。 2017年、2018年、2021年、そして2023年（観測史上最悪）のBC州の山火事シーズンは、気候変動に関連した火災パターンの深刻化を如実に示している。

回復への道筋は、土地に対する政府の実質的な受託者責任と、先住民主導による実質的な土地管理とを組み合わせたものとなる。IPCA枠組みは一つの運用モデルを提供しており、先住民主導の保全ガバナンス下にあるカナダ領土を約30％まで実質的に拡大することは、構造的に可能である。生態学的予防原則が求められる領域における資源採掘プロジェクトの実質的な制限；世界文明としての責任としての北方林の実質的な保護（カナダは、ロシアのタイガと並ぶ陸上最大の炭素固定生態系である世界全体の北方林の約20％を保有しており、ロシアのタイガと並ぶ陸上で最大の炭素固定生態系である）；象徴的な措置ではなく構造的な措置によるサケの河川システムの実質的な回復；タールサンドの外部性に対する実質的な説明責任；その適用が資源採掘プロジェクトの承認を制約する領域における『先住民族の権利に関する国連宣言法』の実質的な運用——これらが、回復に必要な構造的改革である。





2. 健康

カナダ全土における伝統的な食の基盤は、それ自体が3つに分かれる。すなわち、先住民族の食文化（サーモンと杉を主とするコースト・サリッシュの複合体系、平原地帯のバイソン狩りとペミカン、野生米・チョウザメ・ヘラジカ・ブルーベリーを特徴とする北部の複合体系、ホードノソーニー族のトウモロコシ・豆・カボチャからなる「三姉妹」農業、大西洋岸におけるアカディア人とミクマク族の融合）、 北米の食材に適応したフランス農民料理に由来するケベックの「キュイジーヌ・デュ・テロワール」（トゥルティエール、ラグー・ド・パット、タルト・オ・シュクル、地域ごとの伝統に基づく生乳チーズ製造、17世紀に先住民族がフランス人入植者に伝えたメープルシロップの伝統である「カバン・ア・シュクル」 メープルシロップの伝統は、もともと17世紀に先住民族がフランス人入植者に伝えたものである）、そしてアングロ・カナダ・マリタイムの伝統（大西洋の海産物、ニューファンドランドのジッグス・ディナー、マリタイム地方のジャガイモと魚の組み合わせ、プレーリー地方の小麦と肉の組み合わせ、カナダの気候に合わせてアレンジされた英国式の紅茶と焼き菓子の伝統）。

食文化以外にも、カナダはトミー・ダグラスによるサスカチュワン州のメディケアを1962年に連邦レベルに拡大し、世界でも最も充実した国民皆保険制度の一つを構築した。カナダ保健法は、診療時の-サービス料なしの普遍的アクセスを提供し、州の単一支払者制度を通じて連邦政府が管理している。先住民の伝統的な癒しの体系——長老による治療、四つの聖なる薬（タバコ、セージ、スイートグラス、シダー）、スウェットロッジの伝統、身体機能ではなく関係性として捉える統合的な宇宙論的アプローチ——は、多くのファースト・ネーションズ（先住民族）コミュニティでは継続的な実践として、その他の地域では回復の実践として機能している。 ケベック州におけるフランスの「テルマリズム」および「フィトテラピー」の伝統からの継承は、静かな革命によって薄れつつあったが、地域の機関において生き残っている。

現代における断絶は、これら3つの流れすべてにおいて深刻である。先住民の食糧主権は危機に瀕している。現在、ほとんどの保留地で構造的な食料不安が生じており、糖尿病の罹患率は非先住民の平均の約3倍から5倍に達している。サケの激減は、コースト・サリッシュ族の食文化を徐々に破壊してきた。 バイソンの生息地回復は部分的なものに留まっている。また、伝統的な食料供給システムは、栄養価の劣る工業的な代替品によって大幅に置き換えられてしまった。ケベックの「キュイジーヌ・デュ・テロワール」は、家庭やレストランのレベルでは「静かな革命」を生き延びたものの、人口規模で見ればその存在感は薄れている。アングロ・カナディアン（英系カナダ人）の食文化は、すべての先進国において、スーパーマーケットとファストフードの構造に実質的に支配されており、小児肥満率は1980年の約5％から2020年には約15％へと上昇した。国民皆保険制度そのものも持続的な圧力にさらされている： 外科手術や専門医の待ち時間の慢性化、約600万人のカナダ人が利用できない状態にある家庭医の不足、MAID（医療補助死）の拡大と並行して進行する緩和ケアへの構造的な資金不足（ガバナンスの項で扱われる）——これらは、社会的弱者にとって、実質的な医療へのアクセスよりも、国家が認可した死の方がより容易に手に入るという構造的な状況である。

回復への道筋は3つの流れに沿って進む。先住民族の食糧主権イニシアチブ——シックス・ネイションズの市場菜園、コースト・サリッシュ族のサケ生息地回復活動、イヌイット・カントリー・フード・ストラテジー、ケベック州北部におけるクリー族主導のヘラジカ個体群回復——が、一つの実践的なモデルを提供している。ケベック州の農業ペイザンヌ 運動や、より広範なスローフード・カナダのコミュニティが、第二のモデルを提供している。伝統的なアングロ・カナディアン型小規模農場の形態は、大幅に拡大可能な規模で存続している。ユニバーサル・ヘルスケア体制の実質的な回復には、慢性疾患の経過に対する構造改革、緩和ケアへの実質的な投資、先住民主導の医療システム体制（BC州のミクマク・ヘルス・オーソリティやファースト・ネーションズ・ヘルス・オーソリティが実質的な先例として機能している）、そして伝統的な治療法と西洋医学的ケアの統合が必要である。





3. 親族関係

人口統計の数字は、特定の文明的状況を物語っている。カナダの合計特殊出生率は2023年に1.26 — 観測史上最低値 — となり、2024年にも低下が続いた。単身世帯の割合は2021年に29％を超え、上昇を続けている。先住民人口は非先住民人口に比べて構造的に若く、年齢の中央値は約15歳低いものの、先住民の自殺率は非先住民の平均の約3倍に達し、先住民の若年層の自殺率は世界で記録されている中でも最も高い水準にある。 太平洋沿岸における薬物危機（BC州のフェンタニル蔓延。2016年以降、BC州だけで1万4千人以上が有毒薬物による死亡を遂げている）は、より広範な社会からの疎外という病理の最も深刻な症状である。住宅危機は、ほとんどの主要都市圏において家族形成を構造的に阻害している （トロントとバンクーバーは、所得対価格比率においてOECD加盟国の中で最も住宅費が高騰している都市の一つである）。

生き残っているものは構造的に重要である。先住民のコミュニティ構造は、多くのファースト・ネーション、メティス、イヌイットのコミュニティにおいて継続的な実践として機能しており、世代間の圧力にもかかわらず、実質的な儀式や言語の伝承が今も続いている。ケベックの「パロワーズ（paroisse）」の伝統は薄れつつあるが消滅してはいない。「フェット・パトロナル（fête patronale）」の伝統は続いており、「カバン・ア・シュクル（cabane à sucre）」 や季節的な農村の伝統は、広範囲にわたり機能している。英語系カナダ人の小さな町の伝統——concession道路、コミュニティセンターとしての教会、ボランティア消防団、ロイヤル・カナディアン・レギオンのホール、ティム・ホートンズの朝の常連客——は、オンタリオ州の農村部、マリタイム地方、およびプレーリー地方の一部において、規模は縮小したものの続いている。associationsのインフラは、およそ7万5千の活動中の非営利組織を通じて機能している。

回復への道筋とは、孤立した個人と非人格化された国家の間に位置する中間層の構造的再構築である。根底にある病理に対する体系的な対処法は、『西部の空洞化

』や『精神的な危機

』に示されている。カナダ特有の傾向として、同国の3つの基盤（先住民の儀式と親族関係、ケベックのparoisse およびjmaaに相当する集会、アングロ・カナディアン系のボランティア団体が密集していること）をそれぞれ担っており、これらを実質的に回復させるには、1982年以降の多文化主義的手続き的枠組みでは提供できない政治的・文化的な優先順位が必要となる。吸収能力に応じた実質的な移民制限、多文化主義を超えた実質的な統合の枠組み、国家管理のサービス提供枠組みとは異なるコミュニティ組織化機関への実質的な支援——これらが回復のための構造的条件である。





4. 守護と継承

カナダは、これら3つの流れすべてにおいて、実質的な工芸と守護の枠組みを保持している。先住民の工芸の伝統――ケープ・ドーセットのイヌイットの石彫りや骨彫り、コースト・サリッシュの織物や曲木箱の製作、 ハイダ族やクワクワカワク族のトーテムポールや仮面彫刻、アニシナベ族のクイルワークやビーズワーク、メティスのサッシュ織り、ミクマク族のクイルバスケット——は、現代の実践と絶え間なく受け継がれている。 ケベックの工芸伝統（家具製作、ティサージュ、カタロニア絨毯製作）、マリタイム地方の造船（ブルーノーズの伝統、ルネンバーグの木造船学校）、そして西海岸の彫刻が、合わせて堅固な基盤を構成している。制度的な支援は不均一である。連邦および州の工芸評議会、カナダ芸術評議会、先住民芸術と物語ネットワーク、そして博物館セクター （ナショナル・ギャラリー、グレンボウ美術館、ロイヤル・オンタリオ博物館、マクマイケル美術館）が一定の支えとなっているが、「コンパニオン」式の徒弟制度に相当するものはカナダには存在しない。

現代における断絶は、産業による代替や資格重視の教育課程に対して、工芸部門が構造的に十分な保護を受けていない点にある。先住民の工芸伝統は、先住民問題全般の議論では取り上げられてこなかった構造的課題に直面している。すなわち、長老たちが膨大な知識を保持しているにもかかわらず、歴史的にその知識が抑圧されてきた状況下で、次世代への体系的な伝承が行われていないのである。 ケベックおよびアングロ・カナダの工芸伝統は、フランスにおける「コンパニョン」や「メイエール・ウヴリエ」制度が対処しているのと同じ構造的圧力に直面している。すなわち、労働市場は長期の徒弟制度を経済的に維持不可能なものにし、教育制度は若者を資格重視の知識労働へと誘導し、文化的な的威信の階層構造は、「成功」を実質的な工芸の熟達とは切り離して位置づけている。回復への道筋は、資格取得を最適化した教育システムとは一線を画す長期の徒弟制度に対する制度的支援であり、これと並行して、「真実と和解」プロセスがもたらした象徴的な承認の域を超え、大規模に展開される先住民主導の実質的な知識伝承プログラムが必要である。





5. ガバナンス

カナダにおいて、診断が最も鋭くなければならないのはこの点である。なぜなら、表層的な物語——「平和、秩序、良き統治」、国民皆保険制度、礼儀正しい議会伝統、多文化主義の枠組み——と、実務上の現実とは、過去50年間にわたり、文化的威信による遮蔽が依然として覆い隠しているほどに乖離しているからである。報道機関の集中とメディア・アーキテクチャの側面は「コミュニケーション」の項で扱われる； 財政的強制のインフラについては「財政」の項で、先住民および防衛の側面についてはそれぞれの柱の下で扱われる。

文明的アイデンティティの代用としての憲章。 1982年の憲法の国内化およびピエール・トルドー政権下での『カナダ人権・自由憲章』の採択は、事実上の再建を意味した。 1867年の『BNA法』が実質的な共同体（ケベックの「サヴィヴァンス」、アングロ・ロイヤリスト諸州、連邦レベルでの条約インディアンの承認）間の連邦協定を組織化したのに対し、1982年の枠組みは、連邦協定を司法審査可能な権利の枠組みに従属させた。その解釈は、次第に最高裁判所によって行使される準-憲法に準ずる権力として機能するようになった。「憲章」解釈に関する40年にわたる判例法は、婚姻、終末期医療、宗教的象徴の規制、「先住民の権利」、刑事手続、および表現の自由の範囲といった分野における法政学的構造を大幅に再定義してきた。 1982年の枠組みが維持した「ただし書き条項」——第33条による上書き規定——は、ケベック州以外では極めて稀にしか行使されていないため、事実上死文化しており、実質的な政策上の対立が根底にある領域において、民主的・政治的権限は構造的に『憲章』の解釈に従属したままとなっている。

多文化主義の枠組みの構造的失敗。1971年の『多文化主義法』（1988年に成文化）および『憲章』第27条は、英仏二元基盤の枠組みを、管理的な多様性行政を軸とした手続き的多元主義へと置き換えた。 「有機的な文明的実体を、あらゆる『文化』を平等に尊重する手続き的中立性で代替できる」という構造的前提は、予測可能な構造的状況を生み出した。すなわち、実質的な統合の枠組みの欠如、並行するコミュニティの集中化の進行、そして有機的な市民的アイデンティティが行政的な多様性管理へと徐々に置き換えられていく状況である。ジャスティン・トルドーが2015年に「カナダには中核となるアイデンティティも、主流も存在しない」と宣言したことは、1982年以降の再建がもたらした構造的真実を明示的に言い当てたものである。 現在進行中の人口置換型移民の軌跡（2022年から2024年にかけて年間約3％の人口増加、これはOECD諸国で最も速いペースであり、主に留学生、一時的な外国人労働者、難民申請者といった一時的な流入によって牽引され、住宅、医療、統合的枠組みの整備を上回っている）が、その実務的な帰結である。

COVID-19期における権威主義的局面。 2022年1月から2月にかけて行われたトラック運転手による「フリーダム・コンボイ」——国境を越えるトラック運転手に対する連邦政府のワクチン接種義務化や、より広範な公衆衛生上の制限に反対する運動——に対しては、実質的な政治的対応ではなく、平時としては初めてとなる『緊急事態法』 （『戦時措置法』の後継法）の平時における初の発動、司法審査を経ない抗議参加者および支援者約280件の銀行口座凍結、そして政治的異議申し立てに対する金融システムからの排除という構造的な措置によって対応された。2024年の連邦裁判所による判決で、『緊急事態法』の発動が不合理かつ不当であり、『カナダ人権憲章』違反であるとされたが、それは実効的な措置が政治的効果をすでに達成してから2年後のことだった。 構造的な教訓として、1982年以降の民主政治体制における大規模な市民動員への対応として最も重大な試練において、カナダ連邦政権は、司法審査のプロセスがそれを制約する前に、合法的な政治的抗議活動に従事する市民に対して金融的強制措置を講じることを実証した。

MAID（医療的死の援助）としての国家公認安楽死の軌跡。 2016年の連邦法によって導入された医療的死の援助（MAID）の枠組み （最高裁判所の「カーター対カナダ」判決に従ったもの）は、2021年に大幅に拡大され、合理的に予見可能な死期を迎えていない患者（トラック2）も対象に含まれるようになり、2024年には精神疾患のみを基礎疾患とするケースも対象に拡大される予定であった（持続的な世論の圧力により2027年への延期が成立）。 カナダは現在、ベルギーやオランダに次いで世界で最も積極的な医療補助死制度を運用しており、MAIDは現在、カナダの全死亡者の約4～5％を占めている（2023年には1万5千人以上）。また、根本的な苦痛が狭義の医学的要因ではなく、実質的に社会経済的要因によるものである障害者、ホームレス、貧困層の申請者に対しても、MAIDの承認が下りた事例が記録されている。住宅、 緩和ケア、精神保健サービス、障害者支援を、ニーズを満たすのに十分な規模で整備できない国は、その代償として国家公認の死を制度化してしまったのである。

未完の先住民問題への清算。 2015年の真実和解委員会の報告書と94項目の「行動要請」は、寄宿学校制度およびより広範なジェノサイド的傾向を持つ連邦政府の先住民政策に対する、実質的かつ象徴的な認識を示したものであった。しかし、その実行率は9年間で約20％にとどまり、入植者と先住民の根本的な関係は実質的に再交渉されておらず、土地・水域をめぐる紛争（ウェットスウェテン、 ティエンディナガ、シックス・ネイションズ、ミクマク族の漁業権、コースト・ガスリンクおよびトランス・マウンテン紛争）が続き、連邦政府の対応は、先住民の条約に基づく権利主張よりも資源採掘プロジェクトを優先し続けている。

ローレンシャン地域の管理エリート層。 1982年以降の統治階級——トロント・オタワ・モントリオール回廊に集中し、マギル大学／トロント大学／クイーンズ大学／ヨーク大学／オズグッド・ロー・スクール／ブリティッシュコロンビア大学／モントリオール大学で形成され、自由党・保守党の閣僚ポスト、連邦政府高官、 枢密院事務局や財務省、大手法律事務所、そして王立企業の取締役会構造の間を行き来する——は、民主政治的な介入から実質的な自律性を保って活動している。2024年のホグ委員会は、外国干渉に関する検証（特に中加関係）を行い、説明責任における体系的な欠陥を指摘したが、トルドー政権はこれに対して実質的な対応をとらなかった。

回復の方向性。 カナダの回復とは、アメリカ式のイデオロギー的二極化の輸入でも、1982年以降の制度的枠組みを別の制度的枠組みに置き換えることでもない。それは、この国が生み出し、現在、構造的なレベルで認識することを拒んでいる、正当な統治のための固有の資源を実質的に取り戻すことである。 ジョージ・グラントの分析は、そのより深い軌跡を指摘している。チャールズ・テイラーの共同体主義的・カトリック的論述は、哲学的な回復の枠組みを提供する。マチュー・ボック＝コテののケベック民族保守主義的論述が、地域的な回復のテンプレートを提供する。構造改革は具体的である：象徴的な承認ではなく、ガバナンス・パートナーシップのレベルにおける王室と先住民の関係の実質的な再交渉；吸収能力に応じた移民の実質的な制限、および手続き的多文化主義とは異なる実質的な統合の枠組み；MAID（医療補助死）の軌跡に対する実質的な構造的見直し；『緊急事態法』および銀行取引停止の前例に対する実質的な説明責任；民主的・政治的権威を取り戻すための選出された議会による『ただし書き*の選出議会による実質的な活用による民主的・政治的権威の回復；『王室』を儀礼的な残滓ではなく、統合的な実質的象徴として実質的に回復すること。





6. 金融

カナダの財政状況には、広範な米ドル体制の中で周辺部として機能する経済の構造的特徴が表れており、国内の銀行業は著しく集中しており、住宅市場は過去20年間にわたって実質的に金融化されている。カナダ銀行は連邦準備制度理事会（FRB）と緊密に連携して金融政策を運営しており、カナダの金利の推移はほとんどの景気サイクルにおいて米国の推移を追随している。 カナダドルは世界で5番目に取引量の多い通貨であるが、実質的には石油・ガス価格や米ドルとのペッグに連動した、商品・資源輸出通貨として機能している。ビッグ5銀行（ロイヤル・バンク・オブ・カナダ、 TDバンク、モントリオール銀行、スコシアバンク、CIBC）に加え、ケベック州のデジャルダンが国内銀行業界を支配しており、その集中度はOECD諸国の中でも最高水準にある。その結果生じた寡占的構造により、手数料体系、住宅ローン金利スプレッド、および消費者向け商品のマージンは、他国平均を大幅に上回っている。約7,000億カナダドルを運用するカナダ年金計画投資委員会は、世界第8位の規模を誇る年金基金であり、 世界の資産運用構造において実質的な参加者として活動している。

カナダが金融・文化の領域で維持している基盤は極めて堅固である。ケベック州の協同組合銀行ネットワークであるケイス・デジャルダン（1900年にアルフォンス・デジャルダンによって設立され、ケベック州全域で事業を展開し、英系カナダ人地域にも大きく進出している）は、会員所有と地域社会へのへの投資を優先し、株主利益の最大化を追求しない。より広範なカナダの信用組合セクターは、プレーリー地方や大西洋岸の農村部において大規模に運営されている。ケベックの聖職者による伝統に根ざしたカトリック社会主義の伝統と、アングロ・カナディアン系のメソジスト・ラディカル主義の伝統（トミー・ダグラスの社会福音の遺産）は、これらを総合することで、レントシーカー的金融論理とは一線を画す金融倫理を体現している。 先住民の富と関係の伝統——経済的関係としての親族関係である「ワコトウィン」、太平洋沿岸のポトラッチの伝統、メティスの毛皮交易経済における実質的な非貨幣的記録——は、現代体制が主に文化的珍奇物として扱う代替的な経済的枠組みを体現している。

現代の歪みは複数の次元で進行している。住宅を資産クラス化による乗っ取りは、OECD諸国の中でカナダにおいて最も進んでいる。機関投資家による一戸建て住宅や賃貸マンションの購入は、持続的な移民による需要と構造的な供給不足と相まって、トロントやバンクーバーの不動産市場において、大都市圏の大部分で、中所得層の労働者が家族を築くための住宅から価格的に締め出される事態を招いている。 「ビッグ5」銀行は、連邦規制機関全体にわたる実証済みの関係網を通じて、実質的な政策影響力を持つ主体として機能している。金融化は、カナダの小売、通信、農業、食品加工セクターにおける企業統合を通じて大幅に拡大しており、ほとんどの消費者市場における集中率はOECD諸国の平均を上回っている。2022年の『緊急事態法』の発動は、『デバンキングの先例』 （ガバナンスの項で扱う）を生み出した。これは、カナダの金融構造が、司法による制約を受けることなく、政治的異議申し立てに対してリアルタイムで口座凍結措置を講じ得ることを実質的に実証したものである。

回復に向けた方向性は、五大銀行による寡占体制に代わるものとして協同組合銀行の枠組みを実質的に拡大すること、銀行および広範な企業集中に対する独占禁止法に基づく措置、 住居を資産クラスではなく文明の優先事項として扱う実質的な住宅政策改革（実質的な供給側改革、外国人購入者への制約や機関投資家への制限を含む実質的な需要側制限、協同組合やコミュニティ・ランド・トラスト・モデルを通じた実質的な非市場型住宅の拡大）； 将来の展開を制約する構造的・法的改革を通じた「デバンキングの先例」に対する実質的な説明責任；金融的強制インフラを拡大させる中央銀行デジタル通貨（CBDC）の枠組みの拒否； カイス・デジャルダンおよび信用組合の枠組みを、単なる残余的な市場カテゴリーではなく、実質的な代替案として実質的に復活させること。基盤は存在する。しかし、以下で診断するガバナンス上の制約の下では、それを活性化させるための政治的条件は依然として、実質的に欠如している。





7. 防衛

カナダの防衛態勢には、米国帝国主義的な戦略的枠組みへの実質的な従属という構造的特徴に加え、NATOへのコミットメントに比べて慢性的な資金不足が組み合わさっている。カナダ軍（CAF）は、約6万7000人の常備兵と2万7000人の予備役で運用されている。これは人口比では相当な規模だが、G7諸国の同等のコミットメントと比較すると小規模である。 防衛費は過去20年間にわたりGDP比1.3～1.4％前後で推移しており、カナダが正式に受け入れながらも一貫して達成できていないNATOの2％目標を大幅に下回っている。歴代の連邦政府（自由党・保守党）は名目上の増額公約を打ち出してきたが、その後の予算編成においてその財源が削減されてきた。

NORADと実質的な米国帝国への統合。 北米航空宇宙防衛司令部 （NORAD）は、1957年に設立され、二国間司令部として継続的に運用されており、カナダの防空およびますます拡大する航空宇宙防衛を、実質的に米国の戦略的枠組みに統合している。この枠組みにより、カナダは自国だけでは独自に構築できない規模の米国の情報および能力へのアクセスを得ている。その代償として、カナダの航空宇宙防衛に関する意思決定は、米国の戦略的優先事項に実質的に従属することになる。2022年に発表されたF-35戦闘機の調達 （88機、約190億カナダドル）は、今後数十年にわたり、カナダ空軍を米国主導のF-35パートナー体制に実質的に統合するものである。米国、英国、オーストラリア、ニュージーランドとのカナダの「ファイブ・アイズ」情報パートナーシップは、実質的な情報調整体制として機能しており、カナダ保安情報局（CSIS）および通信保安局 （CSE）は、より広範な英米情報枠組みの中で、かつ実質的にそれに従って活動している。

軍産複合体と調達における病理。 カナダの国内防衛産業——ジェネラル・ダイナミクス・ランド・システムズ・カナダ（軽装甲車）、CAE（軍事訓練シミュレーター）、ボンバルディア・ディフェンス、L3Harris MAS、MDAスペース、 ロッキード・マーティン・カナダおよびジェネラル・ダイナミクスの子会社（これらは実質的に米国防大手企業のカナダ拠点として機能している）——は、特定の地域（ケベック州、オンタリオ州南部）に雇用を集中させる実質的な経済主体として活動している。調達における病理は慢性化している。造船契約は数十年も遅延しており（カナダ水上戦闘艦計画は当初2010年に発表されたが、 現在は2030年以降への引き渡し予定）、F-35の調達計画は政権交代ごとに何度も覆され、共同支援艦計画も同様に遅延している。こうした構造的状況は、米国供給のプラットフォームに対する防衛産業の著しい依存を生み出し、国内の戦略的・産業的自律性を徐々に蝕んでいる。

平和維持活動の伝統とその実質的な終焉。 カナダの平和維持の伝統——1956年のスエズ危機（1957年ノーベル平和賞）においてレスター・ピアソンによって明文化され、冷戦期を通じて実質的な中堅国としてのカナダの戦略的アイデンティティとして機能していたもの ——は、2000年以降、実質的に影を潜めている。カナダの平和維持活動への派遣は、冷戦の最盛期における国連ミッションへの実質的な貢献から、2020年までに最小限の貢献へと減少した。アフガニスタンへの関与（2001年～2014年、カナダ軍兵士158名の戦死者）は、ピアソン流の平和維持活動というよりは、実質的には米国主導の帝国主義的連合への参加として機能した。現代の派遣活動——ウクライナ支援、ラトビア （「オペレーション・リアシュアランス」）、継続されるファイブ・アイズ情報協力、北極圏主権演習——は、ピアソン流の中堅国としての戦略的行動というよりは、実質的に米国およびNATOの戦略的優先事項の枠内で展開されている。

北極圏の主権。 カナダは北極圏陸地の約40％と北西航路に対する実質的な主権を主張しているが、これには、米国が歴史的に北西航路を国際水域としてカナダの主権を争っていること、および過去10年間でロシアと中国の北極圏における活動が加速しているという実質的な条件が付随している。 カナダ・レンジャーズ（主に先住民から成る北極圏活動予備役部隊）は、現地における実質的な主権の現存を担保している。より広範な北極防衛体制（早期警戒レーダーの近代化、マニトバおよびアラスカの指揮所統合）は、NORADとの継続的な統合の下で段階的に整備されてきた。

基盤と回復の方向性。 ピアソン流の平和維持の伝統、アングロ・カナダのキリスト教保守思想を通じて機能するトーリー派の「正義の戦前伝統、およびカトリック社会思想の継承に基づくケベックの「非暴力」の伝統は、相対性、市民的説明責任、そして米国主導の帝国主義的連合への参加とは一線を画す中堅国としての戦略的行動に根差した実質的な防衛ドクトリンを、総体として明確に示している。回復の方向性とは、大陸防衛同盟内における戦略的自律性の実質的な回復である： カナダの航空宇宙領域に対するカナダの主権的な意思決定を認めるためのNORAD関係の再交渉；先住民主導の領土防衛パートナーシップを通じた実質的な北極圏主権の主張；国内の戦略産業能力を回復するための調達体制の実質的な改革；ファイブ・アイズ情報機関への従属関係の実質的な見直し；残存する文化的記憶ではなく、実質的なカナダの戦略的アイデンティティとしてのピアソン平和維持伝統の実質的な回復；実質的な産業主権への投資を通じた、米国防衛プラットフォームへの依存の構造的削減。





8. 教育

カナダの公教育は、歴史的に見て先進国の中で最も実質的な教育を受けた国民を輩出してきた。同国の「コモン・スクール」の伝統（19世紀半ばのアッパー・カナダにおけるエガートン・ライアーソンのメソジスト・ロイヤリストによるプロジェクト、およびケベック、マリタイム地方、 西部）における類似の基盤に由来する）は、1世紀以上にわたり、実質的な知的レベルでの普遍的な公教育を提供してきた。大学（1821年創立のマギル大学、1827年創立のトロント大学、クイーンズ大学、ダルハウジー大学、マクマスター大学、UBC、ラヴァル大学、モントリオール大学）は、20世紀の大半において、英米諸国の最良の教育機関に匹敵する実質的な学術水準で運営されていた。

しかし、現代における断絶は甚大である。過去10年間でPISAのスコアは低下し、特に数学の成績の落ち込みが著しい。ケベックのécole secondaireやアングロ・カナダ全域の中等教育セクターは、過去20年間にわたり進歩主義的なイデオロギー的圧力にさらされ続けてきた。 先住民の教育格差は依然として構造的なものであり（保留地内の学校は州の教育システムに比べて慢性的に資金不足であり、寄宿学校でのトラウマが世代を超えて影響を及ぼしている）；マギル大学、トロント大学、UBCの学術エリート層は、先住民の批判的伝統を実質的に置き換えてしまったアングロ・プログレッシブな枠組みに大きく取り込まれている（グラント・フライ・イニス・テイラーに代表されるアングロ・カナディアンな知的伝統は、大学内部ではなく外部でますます展開されている）。 古典的キリスト教系学校セクターとカトリック系独立学校制度（オンタリオ州、サスカチュワン州、アルバータ州では憲法で保護されている）は、代替的な枠組みとして機能している。ホームスクーリングのセクターは小規模だが拡大傾向にある。ケベック州における「école hors-contrat」に相当する制度は、規制上の圧力の下で運営されている。

方向性：体系的なハーモニスト的展開は、調和教育法

および教育の未来

に掲載されている。 カナダ特有の注記：実質的な先住民の教育主権（約70のファースト・ネーションズ（先住民）コミュニティで実施されている「言語イマージョン・プログラム」、学術的教科内容と統合された文化的知識カリキュラム、1998年から実質的に自主運営される先住民教育としてノバスコシア州で運用されている「ミクマク・キナマトネウェイ（Mi’kmaw Kina’matnewey）」モデル）；主流教育におけるケベック・古典主義およびアングロ・カナディアン的人文主義の伝統の実質的な回復；進歩的カリキュラムへの圧力に対する、古典的キリスト教およびカトリックの分離学校制度の実質的な自律性；高等教育における「キャプチャー」の構造改革；資格取得を最適化した現在の進路によって次第に周縁化されてきた「artisanat」および職業訓練の実習の実質的なレベルでの統合。





9. 科学・技術

カナダの科学技術の現状には、米国への人材流出やフロンティア研究分野への構造的な資金不足によって、国内の研究能力が徐々に蝕まれてきたという構造的な痕跡が見られる。同国の科学的伝統は確固たるものである。フレデリック・バンティングとチャールズ・ベストによるインスリンの発見（1921年）、モントリオール神経学研究所におけるワイルダー・ペンフィールドの脳神経外科的マッピング、AECL（カナダ原子力公社） CANDU原子炉の設計、アブロ・アロー計画（1959年に中止され、その後多くの有能な人材がNASAへ移籍）、そして有機化学、理論物理学、免疫学、コンピュータ科学における実質的な貢献などである。

カナダのAI分野における地位は、極めて重要なものである。ジェフリー・ヒントン（トロント大学、2018年チューリング賞受賞、ニューラルネットワークの基礎的研究により2024年ノーベル物理学賞受賞）とヨシュア・ベンジオ（Mila / モントリオール大学、2018年チューリング賞受賞）——そしてリチャード・サットン（アルバータ大学、強化学習の基礎的研究）——は、ディープラーニングの台頭において、カナダをAI研究の基盤となる拠点の一つとして確立した。カナダ先端研究機構（CIFAR）と連邦政府の全カナダAI戦略（2017年、世界初の国家AI戦略）が実質的な制度的支援を提供した。 モントリオールのAI研究所MilaやトロントのVector Instituteは、重要な最先端AI研究センターとして機能している。Cohere（2019年にエイダン・ゴメスをはじめとする元Google AI研究者らによって設立）は、数少ない実質的な非英米系最先端AI研究所の一つとして活動している。

現代におけるこの変容は、複数のレベルで進行している。数十年にわたり、カナダの科学・・工学分野の人材が米国へ大量に流出しており（1959年のアブロ・アロー計画のNASAへの移管は、この継続的な傾向を象徴するものであった）、主要なカナダの最先端AI研究者の大半は、米国機関との実質的な関与を維持している（ヒントンのGoogleとの長期的な関係、ベンジオの英米両国での並行した職務など）。英米の学術的枠組みによる支配は、大学においてカナダ固有の批判的・哲学的伝統を徐々に置き換えてきた。CSE （通信保安局）は、実質的なファイブ・アイズ統合型信号情報機関として機能している。より広範な監視体制は、法案C-51（2015年）およびその後の関連法を通じて徐々に整備されてきた。カナダの最先端AI分野における地位は確固たるものだが、実質的にはカナダ独自の主権的技術能力というよりは、より広範な英米AIエコシステムへの供給源として機能している。

回復に向けた方向性は、Mila、 Vector、およびCohereクラスの主権的技術能力を実質的に拡大することである。これには、カナダの科学・工学分野の人材が国内に留まるか帰国できるよう条件を整えることによる「頭脳流出」の実質的な抑制（米国の同等の機関との実質的な研究資金の対等化、実質的な産業界による研究投資、国外への一次流出ではなく帰国を支援する実質的な移民政策改革）；監視体制の構造改革を、議会による監督と実質的な市民的説明責任の方向へ進めること；カナダの戦略的利益が英米の枠組みにおけるコンセンサスと乖離する領域における、実質的な技術主権への投資；先住民の知識体系と主流の科学研究を、象徴的な承認のレベルではなく、実質的なパートナーシップの枠組みで統合すること。





10. コミュニケーション

カナダの情報環境には、大規模な報道機関の集中化に加え、国営放送のイデオロギー的硬直化の進行、そして1世紀にわたる米国メディアの飽和状態が組み合わさった構造的特徴が見られる。マーシャル・マクルーハンのメディア環境に関する基礎的な思想（『グーテンベルクの銀河系』、『メディアを理解する』）やハロルド・イニスの『『帝国と通信』*を生み出したこの国は、今や先進国の中でも最も集中した報道機関所有構造の一つを抱えている。

寡占的な所有構造によるメディア集中。 カナダの主要メディアは、ポストメディア（最大の英字新聞チェーン。『ナショナル・ポスト』、『トロント・サン』、『カルガリー・ヘラルド』、『エドモントン・ジャーナル』、『バンクーバー・サン』、『モントリオール・ガゼット』、その他約130の媒体を所有し、実質的に米国のヘッジファンドチャタム・アセット・マネジメントによって支配されている）、 ベル（CTV、BNNブルームバーグ、『グローブ・アンド・メール』の少数株式）、ロジャース（Citytv、『マクリーンズ』、スポーツネット）、ケベコール（『ル・ジャーナル・ド・モントリオール』、TVA、『ル・ジャーナル・ド・ケベック』）、および国営のCBC/ラジオ・カナダにまたがって集中している。ポストメディアに対するヘッジファンドによる支配は、カナダの英語圏印刷メディアの相当部分が実質的に国外の所有下にあることを意味する。 この構造的パターンにより、ほとんどの論争的トピックにおいて編集上の枠組みが画一化されている。これは特にCOVID-19の期間中に顕著であり、ポストメディア、ベル、ロジャース、CBCの各メディアは、トラック運転手によるコンボイを実質的な政治的動員ではなく、違法な脅威として扱うという点で、実質的に統一された枠組みで報道した。

CBCのイデオロギー的硬化。 国営のCBC/Radio-Canadaは、年間約13億カナダドルの連邦政府からの交付金を受けて、実質的な公共放送局として運営されている。 過去10年間にわたり、CBCは連邦政権の立場とのイデオロギー的整合性を次第に強めてきた。これには、編集方針への懸念を理由とした上級ジャーナリストの相次ぐ離職、自由党の政策立場を優遇する報道構造、そして「ホーグ委員会」期間中の報道が、外国干渉問題に関して実質的に防御的な姿勢をとっていたことなどが記録されている。オンライン・ストリーミング法 （法案C-11、2023年）は、ストリーミング・プラットフォームに対するCRTCの規制権限を拡大し、オンライン・コンテンツのガバナンスに実質的な影響を及ぼした。また、オンライン・ニュース法（法案C-18、2023年）は、デジタル・プラットフォームに対しカナダのニュース出版社への補償を義務付けることを目指したが、その結果として、Metaは2023年から2024年にかけて、そして現在もなお、FacebookやInstagram上でカナダのニュースをブロックしている。

デジタルインフラの従属化。 現代のカナダにおけるデジタル通信を組織する主要プラットフォーム——Google、Meta（Facebook、Instagram、WhatsApp）、Apple、Amazon、TikTok——は、米国または中国のアーキテクチャとして運営されている。このアーキテクチャが構築されるにつれ、監視・注目層に対するカナダの実質的な主権は徐々に制約されてきた。カナダには技術的な能力があるにもかかわらず、主要な欧米プラットフォームに代わる実質的な主権的代替案は生み出されていない。2024年に提出された『オンライン・ハーム法』（法案C-63）は、オンライン上の言論に対する規制権限を拡大するものであり、同国の実質的な市民的自由の伝統が歴史的に容認してこなかった政治的言論規制に実質的な影響を及ぼすことになる。

基盤と回復の方向性。 カナダが「コミュニケーション」の柱において保持している基盤には、長きにわたる英系カナダの報道伝統（『グローブ・アンド・メール』、『トロント・スター』、マリタイム地方の地域紙）、ケベックの報道伝統（実質的に独立した声として活動する『ル・ドヴォワール』、協同組合所有モデルを通じた広範な「ジャーナリズム・ケベコワ」の伝統）、公共放送を文明的優先事項として位置づけたマッセイ委員会の遺産、そして主権主義的視点から特定のトピックを取り上げる『トゥルー・ノース』ネットワーク、『ウェスタン・スタンダード』、『ハブ』、『ル・ドヴォワール』をはじめとする代替メディアの著しい台頭 （『トゥルー・ノース』ネットワーク、『ウェスタン・スタンダード』、『ハブ』、特定のテーマにおいて主権主義的立場から発信する『ル・デヴォワール』、より広範なポッドキャストおよびサブスタックによる独立メディアのエコシステム）。回復の方向性としては、報道機関の所有権集中に対する独占禁止法に基づく措置、編集上の独立性を回復するためのCBCの資金調達とガバナンスの実質的な構造改革、独立系および協同組合所有メディアへの実質的な支援、『オンライン・ストリーミング法』、『オンライン・ニュース法』、および『オンライン・ハーム法』の進路に関する実質的な見直し、 技術的・政治的に実現可能な範囲での、主権的なデジタルプラットフォームの代替案の構築；そして、現代のメディア環境分析のレベルにおける、マクルーハン＝イニス伝統の診断能力の実質的な回復。





11. 文化

カナダの文化生産は、一世紀にわたりアメリカのメディアの飽和状態によって絶えず押しのけられてきた。規制上の対応（カナダ・コンテンツ割当制度、『カナダ芸術評議会』、『テレフィルム・カナダ』の資金提供体制）は、文化生産の実質的な伝達に代えて、その見せかけを代用することさえある、補助金に依存した文化経済を生み出してきた。実質的な次元で生き残っているものは重要である。ヒュー・マクレナンの『二つの孤独』からマーガレット・ローレンス、 ロバートソン・デイヴィスの『デプトフォード三部作』、アリス・マンローの短編小説 （2013年ノーベル賞受賞）、アトウッドの幅広い作品群、そしてレナード・コーエンの詩と歌の融合といった文学の系譜；西洋において最も実質的な文化的抵抗の伝統の一つである「シャンソン・ケベコワーズ」の伝統（フェリックス・ルクレール、ジル・ヴィニョー、リシャール・デジャルダン）；先住民文学のルネサンス（リアン・ベタサモサケ・シンプソン、トムソン・ハイウェイ）、イヌイット映画 （『アタナルジュアット』、イグルリックの『イスマ』制作作品）、先住民の視覚芸術（ノーヴァル・モリソー、ビル・リード、ケノジュアク・アシェヴァク）；映画（デニス・アルカン、アトム・エゴヤン、サラ・ポリーに代表されるケベックのオーテュール伝統）；音楽（グレン・グールド、ジョニ・ミッチェル、東海岸の伝統音楽復興）。

現代の文化エリートは、先住民の批評的伝統を置き換えるアングロ・プログレッシブな枠組みに実質的に取り込まれてしまっている。出版業界は、アメリカによる代替に抗して実質的な文学文化を維持するには不十分な規模で運営されている。CBCの文化番組は、連邦政権の立場とのイデオロギー的な整合性に合わせるために、次第にその範囲を狭めてきた。 実質的なアングロ・カナダの知的伝統（グラント、フライ、イニス、マクルーハン、テイラー）は、実質的な公共文化の領域というよりは、学術的・知的領域や定期購読誌の形式で機能している。 回復への道筋は、量ではなく深みにおいて文化生産を実質的に支援すること、助成を受けた文化生産における実質的な編集の独立性を構造的に保護すること、主流の文化・学術領域において土着の批評的伝統を実質的に回復すること、そして手続き的な多様性管理とは一線を画した先住民の文化的主権を実質的に支援することにある。基盤は十分に存在している。欠けているのは、実質的な文化を規制的な助成を受ける商業部門としてではなく、文明の基盤として扱うという政治的・文化的な優先順位である。





現代の診断

カナダは、その建国の基盤を実質的に統合することのなかった国特有の形態において、現代のテクノクラート・マネージメント体制が生み出す構造的病理を露呈している。文化的威信の表層――穏健なカナダ、多文化主義のカナダ、平和なカナダ、 国民皆保険制度、礼儀正しい議会制の伝統、G7、マウント・ポリス、そしてカエデの葉――は、現状が示す構造的な診断基準から、この国を実質的に隔離してきた。率直に言えば、カナダは特定の形態の「後期近代」の崩壊に直面しているが、文化的威信による隔離がそれを覆い隠し続けており、回復は、表層的な物語が否定し続ける現状に国民が直面する意思にかかっている。

カナダ特有の症状は顕著である： 2023年の合計特殊出生率は1.26（過去最低）； 単身世帯が29％を超えている；主要都市部において家族形成を構造的に阻害する住宅危機；2016年以降、1万4千人を超える薬物中毒死者を出したBC州のフェンタニル蔓延；先住民の自殺率が非先住民の平均の約3倍であること；全死亡者の約4～5％を占める医療補助死（MAID）において、障害者、ホームレス、貧困層の申請者に対する強制的な事例が記録されていること； 2022年2月の『緊急事態法』発動に伴う銀行口座凍結の先例（2024年に連邦裁判所により不当と判断された）；『真実と和解』行動要請の9年間での実施率は約20％；2022年から2024年にかけての年間3％の人口増加が、住宅、医療、統合的インフラ整備のペースを上回っている； 実質的に未解決の外国干渉問題；CBCのイデオロギー的硬直化を伴う、約5つの主要所有構造へのメディア集中；民主政治的関与から実質的な自律性を保って活動するローレンシャン・マネージメント・エリート；実質的な統合を生み出せない多文化主義枠組みの構造的失敗。これらの根底にある病理に対する体系的な考察は、精神的な危機

、西部の空洞化

、唯物論と調和論

、自由主義と調和主義

、および「人間」の再定義

に掲載されている。

カナダ特有の変容は3つある。基盤の非統合：多くの国が実質的に統合された基盤の浸食によって崩壊する一方で、カナダはそもそも実質的な統合が存在しないことから崩壊しつつある。すなわち、3つの建国の流れは実質的に和解したことがなく、1982年以降の procedurial framework（手続き的枠組み）は、統合の作業をその見せかけへと徐々に置き換えてきた。代替的アイデンティティとしての憲章： 1982年の枠組みの実質的な運用は、共有された実質的な文明的基盤ではなく、司法審査可能な権利文書を中心に組織化された国家を生み出した。その結果、予測可能な構造的条件として、実質的な問題は政治的に解決できないため、争われるすべての事柄が司法化されざるを得ない状況が生じている。資源採掘と人口輸入への依存：数十年にわたり、連邦政府の経済戦略は、GDP成長を維持するために資源採掘・輸出（石油・ガス、鉱物、木材、農産物）と人口置換のための移民に依存してきた。これは経済的「成長」を実質的な文明的福祉から切り離す構造的パターンであり、現代の住宅・サービス・統合の危機を予測可能な帰結として生み出している。

これが構造的に意味すること：カナダは、標準的なアングロ・プログレッシブ的な処方箋（手続き的多元主義の強化、多様性管理の強化、憲章に基づく判例法の拡大）を通じて、その人口、生態、統合、そして政治的危機を解決することはできない。なぜなら、その処方箋こそが現状の要因の一つだからである。また、アングロ・アメリカン保守派の処方箋（市場の自由化の推進、制度的復古の推進、文化保守的な反動の強化）を通じて解決することもできない。 というのも、保守的な復興に必要な実質的な基盤が、1982年以降の期間を通じて連邦レベルで実質的に存在していなかったからである。復興は構造的な病理そのもののレベルで機能しなければならず、そのためには、それらに取って代わってきた手続き的な上部構造ではなく、国の3つの実質的な基盤に依拠した、アングロ・プログレッシブでもなく、管理的な保守主義でもない枠組みが必要となる。





グローバリスト的構造におけるカナダ

上述した国固有の症状は、グローバルエリート

や金融アーキテクチャ

の定評ある記事が体系的に論じているような、国境を越えた生態系の中で生じている。その生態系におけるカナダの特異な位置づけは、その人口規模の国としては異例なほど統合が進んでいる。すなわち、米国との近接性、および1982年以降の期間を通じて実質的な文明的基盤が構造的に欠如していること-1982年以前の期間における実質的な文明的基盤の構造的欠如が相まって、エリートの登用、超国家的・テクノクラート的な連携、資産管理の集中といったパターンが、文明的な摩擦を最小限に抑えて機能する国を生み出している。

人材登用のパイプライン。ジャスティン・トルドーは、2013年の自由党党首就任および2015年の当選の数年前となる2007年頃、世界経済フォーラムの「ヤング・グローバル・リーダー」に選出された。トルドー政権下で副首相兼財務大臣を務めるクリスティア・フリーランドは、世界経済フォーラムの理事を務めるほか、三極委員会や大西洋評議会のネットワーク内でも要職を歴任しており、ロイター通信のマネージング・ディレクターを経てきた彼女の経歴は、構造的に典型的なものである。 マーク・カーニーの党首就任前の経歴 ——ゴールドマン・サックスからカナダ銀行、イングランド銀行、国連気候行動・金融担当特使、ブルックフィールドのトランジション投資部門、そしてGFANZ（グラスゴー・ネット・ゼロ金融同盟）の枠組みへの統合へと至る——これは、公然と展開されている典型的なカナダのエリート登用経路である。トルドー政権における閣僚級ポストへのWEF関係者の飽和状態は、オルタナティブメディアの場で詳細に記録されているが、カナダの主流メディアではほとんど報じられていない。

資産運用の集中と住宅危機。 ブラックロック、バンガード、ステート・ストリートは、カナダの主要銀行（RBC、TD、モントリオール銀行、スコシア銀行、CIBC）、主要資源企業（サンコア、カナディアン・ナチュラル・リソーシズ、エンブリッジ、TCエナジー）、および主要な小売・通信の既存企業において、集中した保有ポジションを保持している。この集中は、カナダの住宅市場における実質的な金融化と並行して進行してきた。機関投資家による一戸建て住宅や賃貸マンションの購入は、過去10年間にわたり住宅の価格高騰危機を著しく加速させ、トロントやバンクーバーの市場は現在、実質的な住宅購入層が太刀打ちできない「住宅を資産クラスとして扱う」力学によって構造的に支配されている。 約7,000億カナダドルを運用するカナダ年金計画投資委員会（CPPIB）は、この世界的な資産運用構造における実質的な参加者として機能しており、その資産配分は同構造の構造的優先事項を反映し、強化するものである。

『緊急事態法』の先例と「デバンキング」の仕組み。 2022年2月、トラック運転手によるデモ行進に対して発動された『緊急事態法』は、銀行口座の凍結という先例を生み出し、同時期に構築が進められていた広範な国境を越えた金融的強制の仕組みの「概念実証」として国際的に研究された。国際決済銀行（BIS）、金融安定理事会（FSB）、および各種中央銀行調整機関は、中央銀行デジタル通貨（CBDC）の枠組みの精緻化と、社会信用システムに隣接するコンプライアンス・メカニズムの金融アーキテクチャへの統合を継続してきた。カナダの先例は、西側自由民主主義国家が、実質的な司法的制約がリアルタイムで機能しない状況下で、政治的異議申し立てに対して金融的強制を行使し得ることを実証した。2024年の連邦裁判所による「発動は不当であった」との判決は、実効的な措置がその効果を達成した後に下されたものである。

財団とコンサルティング企業の支配。 トルドー政権下でのマッキンゼーによる政府への浸透——カナダ駐中国大使を務めた元マッキンゼー・グローバル・マネージング・パートナー、ドミニク・バートンによって拡大された——は、トルドー政権期間中にコンサルティング契約を30倍以上増加させ、マッキンゼーはカナダの移民政策の策定、 パンデミック対応、さらには広範な行政再編にまで深く関与した。ピエール・エリオット・トルドー財団と中国関連の寄付者との関係、および『ホーグ委員会』が記録した広範な外国干渉の事例は、同じ越境的な影響力構造の中で機能している。オープン・ソサエティ財団からの資金は、司法改革、薬物政策の提唱、移民政策の提唱に携わるカナダの市民社会組織を通じて流れている。これらのメカニズムに関する体系的な分析は、グローバルエリート

および金融アーキテクチャ

に掲載されている。 カナダが生態系レベルの分析に提供するのは、1982年以降の制度的上部構造が有機的な文明的実体を徐々に置き換えてきた国は、この構造との統合に対して文明的な摩擦をほとんど生じさせないという実証である。すなわち、防衛すべき実質的な実体が存在しないこと自体が、エリートの動員、超国家的な調整、そして金銭的強制のメカニズムが、カナダが示すような開放性をもって機能することを可能にする構造的条件なのである。





回復への道

ハーモニズムがカナダに提供するのは、同国の三つの基盤が、散在する文化遺産の伝統として、あるいはその実体を認識できない手続き的多元主義の枠組み内における単なる「視点」としてではなく、生きた宇宙論として読み解かれることを可能にする、明確な教義的枠組みである。この枠組みは外来のものではない。それは、カナダが三つの流れを通じて固有に保持しているものの明示に他ならない。

実現可能な統合は、具体的かつ特異なものである。象徴的な承認ではなく、ガバナンスのパートナーシップというレベルにおける入植者と先住民の関係の実質的な再交渉： 「真実と和解」行動要請の実質的な実施；「先住民族の権利に関する国連宣言法」の実質的な運用化（その適用が、資源採掘プロジェクトの承認や先住民族に影響を及ぼす事柄における連邦政策を実質的に制約する領域において）；「先住民族保護・保全地域」枠組みの実質的な拡大（カナダ領土の約30パーセントを対象とする）；先住民族主導の知識-伝承プログラムへの実質的な支援；メディスン・ホイールの宇宙論と「調和の輪」の建築が同一の領域を表現しているという実質的な認識、そして地図上の相互認識を通じて、偽りの融合主義に陥ることなく実質的な統合の可能性を開くこと。制度的・文化的な周縁部におけるケベック・カトリックの基盤の実質的な回復 — サン＝ブノワ＝デュ＝ラック、サン＝ジャン共同体、カルメル会共同体、崩壊からの『ケベック・カトリック教会』の謙虚な再建、チャールズ・テイラーの「世俗の時代」三部作とマチュー・ボック＝コテの国家保守主義的関与による哲学的展開 — これらは、「静かな革命」以前の制度的支配の復元ではなく、深みを通じて機能する回復のテンプレートを提供する。 ジョージ・グラントの『国家への哀歌』および『技術と帝国』（アングロ・カナダの伝統内部からの技術的近代性に対するキリスト教プラトン主義的批判）による哲学的展開を通じたアングロ・トーリー・ロイヤリスト的基盤の実質的回復、ノースロップ・フライのの文学・文化論的展開、儀礼的残滓とは区別される実質的な統合的象徴としての「王冠」の回復、そして教派・制度的復元ではなく実質的な文化的伝承のレベルにおける、道徳的・市民的なアングリカン・メソジスト・長老派・カトリックの基盤の実質的回復。1982年以降の過程的・多元主義的置換に対する実質的制限： 選出された立法府による「ただし書き条項」の実質的活用を通じた、憲章判例法によって基礎的政策が実質的に再定義された領域における民主的・政治的権威の回復；実質的な統合枠組みを伴う、受容能力に応じた移民の実質的制限；MAID（医療補助自殺）の進展に対する実質的な構造的見直し；緊急事態法の先例に対する実質的な説明責任；民主的意見へのローレンシャン管理エリートの実質的な説明責任。

基盤レベルの統合を超えて、4つの主権回復が、後期近代的な変形が何を必要としているかを示している。金融主権は、協同組合銀行の枠組み （カイス・デジャルダン、信用組合セクター）による「ビッグ・ファイブ」寡占体制への代替案；銀行および広範な企業集中に対する独占禁止法に基づく措置；住居を資産クラスではなく文明的優先事項として扱う実質的な住宅政策改革；構造的・法的改革を通じた「デバンキングの先例」に対する実質的な説明責任；中央銀行デジタル通貨（CBDC）の枠組みの拒否。 防衛主権：カナダの航空宇宙分野における主権的な意思決定を認めるため、NORAD（北米航空宇宙防衛司令部）との関係を実質的に再交渉すること； 先住民主導の領土防衛パートナーシップを通じた実質的な北極圏主権の主張；「ファイブ・アイズ」情報機関への従属関係の実質的な見直し；実質的なカナダの戦略的アイデンティティとしてピアソン平和維持の伝統を回復すること；産業主権への投資を通じた米国防衛プラットフォームへの依存の構造的削減。技術的主権：Mila、Vector、 およびCohereクラスの主権的技術能力を実質的に拡大すること；カナダの科学・工学人材が国内に留まるか帰国できるよう環境を整えることで、頭脳流出を実質的に抑制すること；監視体制を構造的に改革し、議会による監督体制へと移行すること；先住民の知識体系を、象徴的な承認にとどまらず実質的なパートナーシップの枠組みにおいて、主流の科学研究と実質的に統合すること。 コミュニケーション主権：報道機関の所有権集中に対する独占禁止法に基づく措置；編集の独立性を回復するためのCBCの資金調達およびガバナンスの実質的な構造改革；独立系および協同組合所有のメディアに対する実質的な支援；『オンライン・ストリーミング法』、『オンライン・ニュース法』、および『オンライン・ハーム法』の進捗状況に対する実質的な見直し； 技術的・政治的に実現可能な範囲での、主権的なデジタル・プラットフォームの代替案の構築；そして、現代のメディア環境分析のレベルにおける、マクルーハン＝イニス伝統の診断能力の実質的な回復。

これらすべてにわたり、地図学間の相互認識を通じた「魂の記録」の醸成の完成。カナダの三つの実質的な基盤は、生きた伝統的・制度的形態において、五つの地図学のうち三つにわたる宇宙論的領域の表現を相互に担っている（先住民の伝統を通じたシャーマニズム、 カトリックおよびプロテスタントのキリスト教の流れを通じたアブラハム的・瞑想的、そして特に太平洋沿岸や主要都市圏におけるアジア系移民の流れを通じて実質的な規模で存在するインドおよび中国の地図学）。この「地図学間の相互認識」という提案は、各基盤が異なる地図学を通じて単一の領域を表現しているものとして認識可能となる明確な枠組みであり、偽りの融合なしに各々の実質的な回復が可能となるものである ——各伝統の内部の文法が尊重され、形式的・制度的な融合のレベルではなく、各伝統が表現する内容レベルでの収束が図られるのである。カナダの読者にとって、これは外国の要素の追加ではない。 それは、この国の表面的な政治的枠組みが認めることのできない、同一の領域の宇宙論的表現としての、この国固有の三つの基盤を実質的に認識することである。『導師と案内人

』は構造的な終着点を明示している。すなわち、修養の形式は手段に過ぎず、その最高の目的は、形式に永続的に固執する者ではなく、直接的な土壌の上に立つ、実現された実践者を輩出することにある。カナダにおける回復には、三つの基盤それぞれが、本来構造的に担うべき役割を果たすことを許容することが含まれる ――すなわち、この国の地理そのものが大規模に表現する宇宙論的領域の実質的な耕作者、儀式の守護者、そして悟りを開いた瞑想者を生み出すことである。

これらはいずれも、カナダが憲法上の構造を全面的に放棄することを求めているわけではない。すべてに共通して求められるのは、1982年以降の「手続き的多元主義」の枠組みが、この国が生み出し得る最善のものだという前提を拒否し、手続き的枠組みによって徐々に置き換えられてきた基盤を実質的に統合することである。 もはや存在しない言語で「村」と名付けられたこの国には、9つの時間帯と3つの建国伝統にまたがり、実質的に「村」となるための実質的資源が備わっている。構造的に欠けているのは、手続き的な代用品を拒絶し、基盤が提供しうる実質的な作業に着手しようとする政治的・文化的意志である。





結び

カナダとハーモニズムは、特異な次元で交わる。 この国は三つの実質的な基盤を保持しており、その宇宙論的・耕作的構造は、異なる地図学的語彙を用いて、ハーモニズムが明示的に提示する領域を表現している。すなわち、アニシナベのメディスン・ホイールとハーモニーの輪は、同じ宇宙を読み解いているため、四方向と中心からなる同じ構造を共有している。また、ケベックのカトリック的・神秘的・瞑想的な基盤と、アブラハム的・瞑想的地図学を通じたハーモニズムの*Logos

の表現は、同じgrâceとattente*の現象学を表現している。ジョージ・グラントが提示したアングロ・トーリー・ロイヤリスト的キリスト教プラトン主義と、ハーモニズムによる内在的調和的宇宙の表現は、基礎的な形而上学的コミットメントのレベルで収束する。これらの語彙間の翻訳が可能なのは、その領域が一つだからである。 この国が成し遂げていないのは、その三つの基盤がもたらす実質的な統合に取り組むことだ。1982年以降の手続き的枠組みは、実質的な作業に代わって手続き的中立性を優先させてきたが、その構造的な症状は今や大規模に顕在化している。

あらゆる文明は、暗黙の形而上学である。問題は、その暗黙の形而上学が、ハーモニズムが明示的に提示するものと収束するのか、収束するならばどこで、乖離するならばどこで、そして文明カナダは、1982年以降の手続き的上部構造の下に、三つの実質的な基盤を保持している。これらが宇宙論的領域において収束する様は、いかなる現代文明にとっても異例なほど豊かである。ただし、連邦政治の規模において、これらの基盤が実質的に統合されたことは一度もないという構造的条件がある。基盤が依然として存在しているため、回復は構造的に可能である。 その作業を言語化できる語彙が今や存在しているからである。この国の三つの流れが許容する地図横断的な認識は、いかなる現代国家が内包するものであっても、最も実質的な統合の可能性の一つである。もはやそこにいない人々によって「村」と名付けられたこの国は、その名が常に指し示していたものへと実質的に変容し得るのだ。 元の言葉が指していたkanataは、決して1982年以降の手続き的な国家ではなかった。それは、実質的な基盤が実質的に統合された、実質的な村であった。その回復とは、kanataが常に意味していたものになるという実質的な営みである。
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